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釜窟各 1f同lであった．手術は SimpsonIが4f9iJ, Iが
2例， II は鞍結節部髄膜麗の l症例のみであった．




































18）小脳半球原発 Yolksac tumorの l例











fetoprotein 陽性細胞と， 少数の placental alkaline 

















断は， glioblastomaと考えられた.ACNU 125 mg静
注， 60Gy の局所放射線照射を行ない，現在， KPS
100%であるー小脳 glioblastomaは比較的稀と恩われ
るため，症例を呈示し考察する．

































































































とする vasogenicbrain edemaの像を呈した． ミエリン
の変化からは 43°C, 60分が加温度の限界と思われた

















27) ロー 夕、、ミン 6Gを用いたラットグリ
オ マー細胞の抗癌剤耐性の検討
Fluorescent dye Rhodamine-6G as a 
molecular probe to study resistance of 
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29）興味ある組織所見を呈した小児テン 30）放射線治療8年後に発生した malig-











Primitive neuroectodermal tumor (PNET）の概念が 頭蓋内の malignantfibrous histiocytomaは極めて稀
提唱されて以来，未分化小児脳腫湯の分類が進んでい であり，ほとんどは転移性である．我々は，下垂体腺





質性の腫蕩と小脳橋角部から延髄外側部にかけて嚢腫 malignant fibrous histiocytomaとの病理診断を得た．
を認めた 本症と放射線照射との関連についても文献的考察を
加える．
